
伊
　

藤
　

勝
　

三
「
甲
子
園
球
児
」
第
一
号

サ

ヨ

ナ

ラ

ホ

ー

ム

ラ

ン

秋
田
中
学
・
秋
田
高
校
の
甲
子
園
出
場
は
、
平
成
十
四
年
度
現
在
、
春
五
回
、
夏
十
八
回
の
合
計
二
十
三
回
と
な
っ

て
い
る
。



秋
田
県
の
「
甲
子
園
球
児
第
一
号
」
と
な
っ
た
伊
藤
勝
三
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
に
、
秋
田
市
千
秋

矢
留
町
（
旧
上
中
城
町
）
で
誕
生
し
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
秋
田
中
学
入
学
、
こ
こ
か
ら
伊
藤
勝
三
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
情
熱
を
傾
け
た
野
球
人
生

が
始
ま
る
。

第
一
回
秋
田
県
少
年
野
球
大
会
は
、
大
正
十
年
八
月
十
四
日
、
秋
田
市
の
楢
山
グ
ラ
ン
ド
（
現
在
の
聖
霊
高
校
向
か

い
付
近
）
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
十
ニ
チ
ー
ム
で
、
伊
藤
は
、
秋
田
中
学
と
秋
田
商
業
の
混
成
チ
ー
ム
で
あ
る
城
西
チ
ー
ム
の
捕
手
と

し
て
出
場
し
た
。

二
試
合
勝
っ
て
決
勝
に
進
み
、
相
手
は
能
代
チ
ー
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
勝
戦
開
始
時
に
は
時
計
は
す
で
に
五
時

を
ま
わ
っ
て
い
た
。
能
代
は
、
宿
泊
す
る
に
し
て
も
再
度
秋
田
に
出
て
来
る
に
し
て
も
費
用
の
点
で
問
題
が
あ
る
。

帰
能
時
刻
が
迫
る
な
か
、
能
代
軍
は
、
戦
わ
ず
し
て
去
る
の
は
忍
び
難
く
、
城
西
軍
も
ま
た
決
着
が
つ
か
な
い
ま
ま

で
は
心
が
残
る
。

こ
う
し
た
ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
で
、
と
に
か
く
一
点
入
れ
た
方
が
勝
ち
と
い
う
き
わ
め
て
変
則
的
な
ル
ー
ル
の
も
と
、

雌
雄
を
決
す
る
大
試
合
は
始
め
ら
れ
た
。

先
攻
の
能
代
軍
は
初
回
無
得
点
。
そ
の
裏
、
城
西
車
も
二
者
凡
退
し
た
が
、
そ
の
後
の
伊
藤
が
左
翼
席
に
ホ
ー
ム
ラ

ン
。
そ
の
ま
ま
一
対
○
で
城
西
軍
の
優
勝
と
な
っ
た
。

変
則
的
な
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
伊
藤
の
公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー
は
華
々
し
い
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
っ
た
の



で
あ
っ
た
。

本
校
が
、
第
一
回
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
の
準
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
そ
の
後
し
ば
ら

く
は
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
、
二
回
目
の
出
場
は
八
年
ぶ
り
に
な
る
大
正
十
一
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
は
、
学
校
創
立
五
〇
周
年
と
重
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
記
念
す
べ
き
大
会
に
伊
藤
は
築
地
俊
龍
（
大
正
十
二

年
卒
、
立
教
大
学
、
函
館
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
で
活
躍
後
、
五
城
目
で
僧
職
）
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
で
出
場
し
て
い

る
。高

校
球
児
の
憧
れ
の
ま
と
で
あ
る
甲
子
園
球
場
が
完
成
し
た
の
は
大
正
十
三
年
で
あ
る
。
干
支
が
甲
子
の
年
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
の
命
名
で
あ
っ
た
。

伊
藤
は
こ
の
年
の
大
会
に
、
主
将
、
投
手
、
四
番
打
者
と
し
て
出
場
し
た
。
文
字
通
り
の
意
味
で
、
「
甲
子
園
球
児

第
一
号
」
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
大
会
か
ら
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
の
マ
ー
ク
が
「
Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
か
ら
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」
に
変
わ
っ

て
い
る
。

大
正
十
四
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
伊
藤
は
慶
応
大
学
に
進
学
、
捕
手
と
し
て
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
で
活

躍
す
る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
、
慶
応
野
球
部
は
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
二
十
九
日
に
横
浜
を
発
っ

た
船
に
は
、
伊
藤
の
他
に
宮
武
、
山
下
、
水
原
な
ど
戦
前
の
日
本
野
球
界
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
も
乗
り
合
わ
せ
、
本

場
ア
メ
リ
カ
の
野
球
を
各
自
の
目
で
見
、
肌
で
感
じ
取
っ
て
き
た
。



ア
メ
リ
カ
野
球
が
伊
藤
に
与
え
た
衝
撃
は
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
十
七
年
に
結
婚
し
た
静
江

夫
人
は
、
後
年
、
「
主
人
は
慶
応
時
代
に
渡
米
し
、
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
や
ゲ
ー
リ
ッ
グ
の
活
躍
と
フ
ァ
ン
の
熱
狂
に
驚
い

た
ら
し
く
、
若
い
頃
か
ら
『
日
本
の
野
球
も
い
ず
れ
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
な
る
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
の
伊
藤
は
ノ
ン
プ
ロ
の
東
京
ク
ラ
ブ
軍
の
捕
手
を
務
め
、
昭
和
六
年
の
都
市
対
抗
野
球
で
は

優
勝
も
経
験
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
は
、
強
打
者
ゲ
ー
リ
ッ
グ
ら
を
擁
し
て
初
来
日
し
た
全
米
選
抜
軍
に
対
し
、
伊
藤
も
全
日
本
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
参
加
、
大
い
に
名
声
を
馳
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

プ

ロ

野

球

「
大

東

京

」

軍

に

入

団

昭
和
十
一
年
春
、
巨
人
、
タ
イ
ガ
ー
ス
、
名
古
屋
金
鯱
（
現
中
日
）
な
ど
七
球
団
に
よ
る
日
本
職
業
野
球
連
盟
が
発

足
す
る
。
日
本
で
も
プ
ロ
野
球
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

二
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
伊
藤
が
入
団
し
た
の
は
「
大
東
京
」
軍
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
巨
人
が
剛
速
球
投
手
の
沢
村
栄
治
や
ス
タ
ル
ヒ
ン
ら
を
早
々
と
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
大
束
京
は
選
手
集

め
で
遅
れ
を
と
り
、
開
幕
前
の
オ
ー
プ
ン
戦
で
三
連
敗
し
た
だ
け
で
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
の
練
習
試
合
で
も
大
敗
し
、

初
代
監
督
永
井
武
夫
は
開
幕
前
に
解
任
、
代
わ
り
に
監
督
に
就
任
し
た
の
が
伊
藤
で
あ
っ
た
。

監
督
と
い
っ
て
も
自
身
も
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
か
ら
、
プ
ロ
野
球
界
に
お
け
る
プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
第
一



号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
秋
田
県
出
身
監
督
の
第
一
号
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
伊
藤
率
い
る
大
東
京
も
戦
力
不
足
は
い
か
ん
と
も
し
難
い
も
の
が
あ
り
、
春
、
夏
の
リ
ー
グ
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
で
十
三
連
敗
、
秋
期
の
出
だ
し
で
二
勝
し
た
が
、
そ
の
後
は
ま
た
十
四
連
敗
。
伊
藤
は
助
監
督
に
降
格
さ
れ
、

後
任
の
新
監
督
が
さ
ら
に
二
敗
を
加
え
た
の
で
、
十
六
連
敗
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ち
な
み
に
、
十
六
連
敗
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
ロ
ッ
テ
が
十
八
連
敗
を
喫
す
る
ま
で
プ
ロ
野
球
の
ワ
ー
ス

ト
記
録
で
あ
っ
た
。

伊
藤
は
一
年
限
り
で
退
団
す
る
が
、
監
督
と
し
て
２
勝
2
7
敗
３
分
け
。
選
手
と
し
て
の
成
績
は
、
出
場
1
4
試
合
、
1
1

安
打
６
打
点
２
盗
塁
で
あ
っ
た
。

大
東
京
を
去
っ
た
伊
藤
は
い
っ
た
ん
秋
田
に
帰
り
、
野
球
も
満
足
に
で
き
な
い
戦
争
の
時
代
を
郷
里
で
過
ご
し
た
。

母

校

の

後

輩

達

を

指

導

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
昭
和
二
十
年
、
伊
藤
は
実
業
団
野
球
連
盟
（
現
日
本
野
球
連
盟
）
秋
田
県
支
部
の
初
代
支

部
長
に
就
任
、
県
内
社
会
人
野
球
の
基
礎
作
り
に
貢
献
す
る
。

翌
二
十
一
年
に
は
、
戦
争
で
中
断
し
て
い
た
甲
子
園
大
会
も
復
活
、
伊
藤
は
、
当
時
秋
田
市
大
町
に
あ
っ
た
三
和
銀

行
秋
田
支
店
長
の
西
野
忠
男
（
大
正
十
一
年
卒
、
慶
大
出
）
と
と
も
に
よ
く
母
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
、
野
球
部
の
指

導
に
当
た
っ
た
。



昭
和
二
十
八
年
、
伊
藤
は
静
江
夫
人
の
生
家
が
起
こ
し
た
製
本
業
の
高
陽
堂
書
店
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
東
京
に

戻
る
。

常
務
取
締
役
か
ら
後
に
は
社
長
に
な
る
が
、
時
々
仕
事
を
エ
ス
ケ
ー
プ
し
て
神
宮
球
場
へ
通
っ
て
い
た
と
い
う
か

ら
、
野
球
へ
の
情
熱
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

野
球
部
の
先
輩
後
輩
の
付
き
合
い
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
た
伊
藤
は
、
帰
京
後
直
ち
に
東
京
矢
留
会
（
野
球
部
の
０

Ｂ
会
）
を
結
成
、
首
都
圏
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
友
好
を
図
る
と
と
も
に
、
機
会
を
つ
く
っ
て
は
秋

田
を
訪
れ
、
母
校
野
球
部
の
活
躍
を
願
い
続
け
な
が
ら
若
々
し
い
後
輩
た
ち
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

伊
藤
の
指
導
は
、
先
頭
に
立
っ
て
叱
咤
激
励
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
つ
も
後
方
に
い
て
選
手
た
ち
を
じ
っ

と
見
つ
め
な
が
ら
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
静
か
に
教
え
諭
す
指
導
で
あ
っ
た
と
い
う
。

病
を
得
た
七
十
四
歳
の
伊
藤
が
東
京
清
瀬
市
で
長
逝
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日
で
あ
っ
た
。

伊

藤

勝

三

ス

ポ

ー

ツ

振

興

基

金

生
前
の
伊
藤
は
、
野
球
の
指
導
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
の
購
入
費
の
援
助
な
ど
も
た
び
た
び

行
っ
て
お
り
、
死
の
直
前
、
静
江
夫
人
に
「
余
裕
が
あ
れ
ば
母
校
へ
の
寄
付
を
つ
づ
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
遺
志
を
継
い
だ
静
江
夫
人
は
、
伊
藤
の
菩
提
寺
で
あ
る
専
念
寺
（
秋
田
市
旭
北
寺
町
）
で
の
法
要
納
骨
の
際
、
折

か
ら
建
設
中
の
野
球
部
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
た
め
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
し
た
。



野球部のグランドの一隅にある甲子園大会出場記念碑

こ
の
よ
う
な
伊
藤
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
長
年
の
功
績

に
対
し
、
秋
田
高
校
は
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
の
席

上
、
学
校
功
労
者
と
し
て
表
彰
、
静
江
夫
人
が
出
席
し
て

こ
れ
を
受
け
た
。

そ
の
上
さ
ら
に
、
伊
藤
の
遺
志
を
活
か
す
べ
く
静
江
夫

人
は
、
県
内
の
高
校
運
動
部
強
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
遺
産
の
中
か
ら
三
千
万
円
で
公
益
信
託
〈
伊
藤
勝
三

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
〉
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
基
金
の
設
定
を
申
請
さ
れ
た
秋
田
県
教
育
委
員
会

は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
に
こ
れ
を
認
可
。
信
託
管
理
人

の
他
、
県
高
校
体
育
連
盟
、
県
高
校
野
球
連
盟
、
県
教
育

委
員
会
、
伊
藤
家
か
ら
成
る
運
営
委
員
会
が
運
用
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
〈
伊
藤
勝
三
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
〉
は
、
県
高
体

連
や
県
高
野
連
か
ら
推
薦
さ
れ
た
高
校
に
五
十
万
円
ず
つ

助
成
す
る
制
度
で
、
一
九
九
八
年
ま
で
に
二
十
一
校
が
助

成
を
受
け
て
い
る
。



こ
れ
と
は
別
に
、
静
江
夫
人
は
、
秋
田
高
校
野
球
部
の
た
め
に
と
、
一
千
万
円
を
矢
留
倶
楽
部
に
寄
託
し
て
い
る
。

伊
藤
が
か
つ
て
実
業
団
野
球
連
盟
秋
田
県
支
部
長
を
務
め
て
い
た
時
代
、
副
支
部
長
と
し
て
一
緒
に
仕
事
を
し
た
こ

と
の
あ
る
、
当
時
の
矢
留
倶
楽
部
会
長
和
賀
政
男
は
、
「
伊
藤
さ
ん
は
野
球
に
関
す
る
見
識
が
高
く
、
い
つ
も
野
球
界

の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
。
厳
し
い
人
で
も
あ
り
、
財
産
は
遺
志
に
沿
っ
て
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感

謝
の
意
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
寄
託
金
は
、
そ
の
後
、
竹
内
陸
郎
矢
留
倶
楽
部
会
長
時
代
に
、
「
伊
藤
勝
三
基
金
管
理
規
定
」
を
設
け
、
基
金

の
管
理
運
用
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、「
伊
藤
勝
三
大
先
輩
の
功
績
と
遺
志
を
永
く
と
ど
め
る
」
と
謳
っ
て
い
る
。

そ
の
管
理
規
定
の
前
段
に
は
、
「
人
生
を
懸
け
た
闘
い
が
野
球

―

そ
れ
は
伊
藤
勝
三
氏
の
生
涯
信
条
で
あ
っ
た
。

今
度
こ
そ
、
今
度
こ
そ
と
甲
子
園
優
勝
の
夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
当
然
の
姿
。
全
国
制
覇
を
不
変
の
願
望
と
し
て
秋

田
高
校
野
球
部
に
情
熱
を
傾
け
た
」
と
、
伊
藤
を
讃
え
て
い
る
。
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